




|藤田ひとみ
日本福祉大学

日本 福祉大学で勤務しています。大学では 主に小児理学療法や人間発達学などの科目担当と、発達領域
を中心に学生と一緒に研究活 動に取り組んでいます。医療機関や療育施設をはじめ、保育園や幼稚園な
ど学外でデータ収集をすることがあり、子どもたちのあふれるエネルギーを感じつつ、学生の若きアイデアに刺激を受け
ている日々です。今後も教育研究の分野から小児理学療法の分野の発展に貢献していきたいと思います。

|伊藤亜木
名古屋市中央療育センタ ー みどり学園

私の働いていた療育センター （西部
地域療育センター）では、運動発達に
遅れがある子ども以外に、自閉症スペクトラムなどの運
動の不器用な子どもに対してもPTを行います。センター

内の 親子教室や＋A15児童発達支援に通う子どもの、動
きや姿勢の相談にのることもあります。通ってくる子ど
もは3~6歳です。 運動が苦手な子どもたちは自分に自
信がない子が多いです。楽しく遊びながら運動をして、
できることが増えて自信をつけていく姿を見られるこ
とは嬉しいですね。

|竹内侑子
半田市立つくし学園

つくし学園には、脳性麻痺 ・ ニ分脊
椎 ・ ダウン症や発達障がいなどさま
ざまな障がいを持ったお子さんが通っています。私は、子
どもたちへの理学療法の実施だけでなく、園での生活や
遊びのなかで子どもたちが過ごしやすいように姿勢を
整えたり、どのような運動を行っていくとよいか助言を
しています。また、児童発達支援センターの役割のもと、
地域の保育園へ巡回し運動指導を行ったり、発達がゆっ
くりなお子さんが集まる場で母親相談をしています。さ
まざまな仕事を通して、かわいい子どもたちと楽しく充
実した日々を過ごしています。

I 水澤順
愛知県三河青い鳥医療療育センタ ー

当センターは三河地域における医療
と療育の拠点施設として、入所部門
（肢体不自由児、重症心身障碍児 ・ 者）、外来部門（年齢制
限なし）、親子通所（保育）のリハサービスを実施していま
す。多くは脳性麻痺や筋ジストロフィ ー、染色体異常など
の疾患の方が利用しています。痙縮のある方に対しては
上田法を実施し、筋緊張緩和を目指しています。小児領
域では少ない三次元 動作解析装置を使った歩行解析も
行っています。幅広い年齢層の方を担当するため、それ
ぞれの時期で取り組むべき課題について考えることが
多く、その方の成長を見届けられることがやりがいだと
感じています。

| 9色詈：護リハピリステーション
寄り添い屋東店

当ステ ーションでは、患者様を0歳か
ら成人期まで幅広く対応しています。
脳性麻痺、 染色体異常、神経筋疾患、低出生体 重児、脳腫
瘍、心疾患など疾患は多様です。理学療法では、発達促進、
機能訓練、呼吸理学療法、福祉用具や環境の調整、遊びや
介助方法の提案など、 患者様のニーズに応じて提供して
います。ご自宅にて、ご両親だけでなく、兄弟や祖父母と
一緒にリハビリを行い、お子さんの発達を皆で共有でき
るのは訪問ならではの楽しみです。医療依存度の高い 重
症なお子さんにも、 動いたり遊んだりする経験を提供で
きるようOTや看護師と協力して取り組んでいます。

|小林秀俊
豊橋市こども発達センタ ー

当センターは心身の発達に心配のあ
るこどもとその家族を支援する施設
です。外来診療のほか通園や相談事業を行っています。
PTは主に脳性麻痺などによる肢体不自由や運動発達の
遅れがあるお子さんの支援をしています。乳児から高校
生まで幅広く来所され、その生活背景も様々です。立つ、
歩くなどの運動をお手伝いすることはもちろん、お子さ
んごとの生活にあった支援ができるよう心掛けていま
す。家族や関係者と協力しこどもたちの笑顔が増えるこ
とがなにより嬉しい瞬間です。

|河合恵
愛知県医療療育総合センタ ー中央病院

当院では、運動発達の遅れや、運動障害、呼吸障害などが
ある0歳から成人期を対象とし、ライフステ ージに沿っ
たリハビリテ ー ションを提供しています。運動発達の促
進と家族支援、車いすや装具などの生活環境の支援、変
形拘縮や痛みといった二次障害の予防に取り組んでい
ます。お子さんが機能を発揮し、楽しく豊かな生活が送れ
ることを、本人と家族と共有できるのが理学療法士とし
てうれしい 瞬間です。

•t層“§股i［旧WlIP
職能局に属しています。昨今、医療、介護分野以外に、障害福祉サ ー ピス分野を職場とされる会員も
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増えています。とはいえ、まだまだ少数派であり、情報も少ないのが現状です。しかし、医療的支援が
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

一段落し生活に戻られた患者様や、小児分野の患者様の生活支援に、理学療法士が貢献できるとこ
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ろは多くあります。障害福祉サ ー ビス分野への知識を深め、関わる人材が増え、一人でも多くの会員

力又患者様、ご家族の生活の支援に貢献できることを目標に、事業へ取り組んでいます。 f
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|安井隆光
株式会社Loving Look 

私は会社の代表として、訪問看護事業、障害児通所支援事業を行っております。元々は療育センターで
小児の病棟・外来でのリハビリテ ー ションに関わっておりました。訪問での介入は環境設定が 非常に ...... ;_し—
大切になります。環境設定は、お子さんの安定した生活や発達保障に不可欠です。お子さんだけでなく、各家庭の状況に応
じたオ ー ダーメイドの環境設定が必要になり、柔軟な対応が難しいですが、非常にやりがいのある仕事だと思っています。
通所支援事業では、集団での活 動の中でリハ的視点を持って関わっております。集団の中でお子さんを評価し関わること
で広い視野を持って発達のサポートが出来る点が通所支援事業の醍醐味だと感じております。

|柴田大輔
信愛医療療育センタ ー

0歳～65歳までの脳性麻痺や 神経
筋疾患等の方、気管切開・人工呼吸
器等の医療的ケアが必要な方を中心に日々の生活が楽
しく元気に送られる事をリハビリの目的として「重度の
障害があっても医療依存度が高くても地域で安心して
暮らせる」 重症心身障害児・者の方やそのご家族が住
み慣れた地域で少しでも安心して暮らせるようなサ
ポ ートがしたいという思いを持ちながら日々の業務に
取り組んでいます。「子供達の笑顔と成長をご家族と一

緒に傍で見られる」これが一番のやりがいです。

1日 時I 2022 年 1 1月 20日（日） 10:00,..., 16:00 当日は時間ごとの事前予約制となります。

I 場所 I あいち健康プラザプラザホール

I 主催 I 公益社団法人愛知県理学療法士会／一般社団法人愛知県作業療法士会／
一般社団法人愛知県言語聴覚士会

ー孟は孟心髯闊；：にご。＿m戸「お問合わせフォ ー ム」より

※感染状況によっては中止の場合もございます。 開催予定の情報もホームページにてご確認ください。

|石黒正樹
名古屋市総合リハビリテーションセンタ ー

当施設は障害 福祉領域で自立訓練や
就労移行支援等を実施しています。
対象は回復期リハを終了された方で、昨年度の平均年齢
は46.2歳、主要疾患は脳血管疾患でした。理学療法士は
主に地域や就労で必要な移動手段を検討しており、実際
に使用する経路や職場で移動能力を評価することもあ
ります。外出が困難だった方が最終的に公共交通機関を
利用し、地域に戻る姿をみると、社会復帰をサポートして
いるというやりがいを感じます。
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http://challengedfair.com/






https://higashinagoya.hosp.go.jp/
https://kata-hiza-seikei.com/
https://osuga-orthopaedics.com/




東京本社 東京都品川区東五反田5-26-5 ニッセイ五反田駅前ビル7F
名古屋支店 名古屋市中村区名駅4-11-27シンフォニー豊田ビル12F
京都支店 京都市下京区東塩小路608-9 日本生命京都三哲ビル4F
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